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問
今
ま
で
の
交
流
事
業
の

内
容
は
。

答
小
学
生
交
換
留
学
を
含

む
町
民
相
互
友
好
に
関
す

る
交
流
事
業
・
産
業
に
関

す
る
交
流
事
業
・
教
育
文

化
に
関
す
る
交
流
事
業
の

三
つ
の
柱
で
進
め
て
い
る
。

　

平
成
24
年
か
ら
は
職
員

に
よ
る
人
事
交
流
研
修
が

始
ま
り
、
本
町
か
ら
は
５

人
目
の
職
員
を
派
遣
し
て

い
る
。

　

20
年
で
延
べ
８
９
２
人

で
訓
子
府
町
と
津
野
町
が

半
々
の
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
。

問
今
後
の
交
流
事
業
へ
の

考
え
方
は
。

答
さ
ら
に
交
流
の
輪
を
広

げ
て
お
互
い
に
有
益
で
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
20
周
年
記
念
事
業
の
内

容
と
、
そ
の
他
の
事
業
の

予
定
は
。

答
津
野
町
交
流
推
進
協
議

会
の
意
見
を
調
整
し
小
学

生
の
交
換
留
学
な
ど
の
町

民
交
流
事
業
や
産
業
祭
へ

の
じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ

の
提
供
の
他
、
文
化
交
流
、

町
内
産
給
食
食
材
の
贈
呈

な
ど
を
継
続
す
る
。

　
「
記
念
訪
問
団
の
派
遣
」

「
記
念
誌
の
発
行
」「
小
学

生
交
換
留
学
生
Ｏ
Ｂ
交

流
」「
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
交
流
事
業
」
を
計
画
し

て
い
る
。

問
今
後
の
交
流
と
し
て
町

民
が
自
主
的
に
津
野
町
を

訪
問
す
る
に
あ
た
り
そ
の

旅
費
の
一
部
を
補
助
し
交

流
を
盛
ん
に
す
る
補
助
制

度
の
考
え
は
。

答
20
年
の
交
流
は
多
大
な

意
味
が
あ
る
。
公
で
や
る

こ
と
と
個
人
で
や
る
こ
と

と
は
意
味
が
違
う
と
思
う
。

　

開
基
１
２
０
年
記
念
の

と
き
に
40
人
の
町
民
を
派

遣
し
た
こ
と
も
意
味
が
あ

る
。
訪
問
し
た
経
験
の
あ

る
人
が
自
主
的
に
個
人
的

に
行
っ
て
交
流
事
業
を
深

め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

町
が
税
を
使
っ
て
派
遣
す

る
の
は
意
味
が
あ
る
と
思

う
。

　

来
年
以
降
に
自
主
的
に

行
く
こ
と
に
対
す
る
支
援

の
派
遣
費
な
ど
の
予
算
措

置
は
今
後
支
援
を
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
。

問
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
績
は
。

答
平
成
23
年
度
の
開
始
当

初
は
実
利
用
人
数
は
１
３

５
人
、
延
べ
利
用
回
数
１

３
８
９
回
。
現
在
は
実
利

用
人
数
３
５
２
人
、
延
べ

利
用
回
数
８
０
２
６
回
と

５
・
８
倍
に
伸
び
て
い
る
。

問
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
今
で

は
高
齢
者
の
足
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

対
象
年
齢
の
拡
大
や
免

許
証
を
持
た
な
い
女
性
の

世
帯
、
免
許
返
納
世
帯
へ

の
対
象
拡
大
の
考
え
は
。

答
免
許
証
を
持
た
な
い
世

帯
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

実
態
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
目
的
に
沿
っ
た
運
用
を

検
討
し
て
い
く
。

余湖　龍三	議員

コロナでげっそり !
心も体もやり直しだ !

多
大
な
意
味
が
あ
り
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

津
野
町
交
流
20
年
の
成
果
と
今
後
は

問町
長

問

町長

ハイヤーサービス事業対象年齢の拡大は
検討していく

高知県津野町

訓子府町
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